
天
皇
陛
下
が
お
こ
と
ば
を

述
べ
ら
れ
た
。

「
本
日
、『
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
』
に

当
た
り
、
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
臨
み
、
さ
き
の
大
戦
に

お
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い

命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々

と
そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い

悲
し
み
を
新
た
に
い
た
し
ま

す
。終

戦
以
来
78
年
、
人
々
の

た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁

栄
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
多
く
の
苦
難
に
満
ち
た

国
民
の
歩
み
を
思
う
と
き
、

誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
皆

で
心
を
合
わ
せ
、
将
来
に
わ

た
っ
て
平
和
と
人
々
の
幸
せ

を
希
求
し
続
け
て
い
く
こ
と

を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
戦
後
の
長
き
に

わ
た
る
平
和
な
歳
月
に
思
い

を
致
し
つ
つ
、
過
去
を
顧

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和５年（2023年）９月１０日　日曜日 第803号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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９
月
１
日
「
防
災
の
日
」
は
大
正

12
年
（
１
９
２
３
）
同
日
の
11
時
58

分
に
発
生
し
た
関
東
大
地
震
の
教
訓

か
ら
「
広
く
国
民
が
台
風
、
高
潮
、

津
波
、
地
震
等
の
災
害
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す
る
心

構
え
を
準
備
す
る
」
た
め
に
制
定
さ

れ
た
。
今
年
は
大
地
震
か
ら
１
０
０

年
目
に
な
る
。

死
者
・
行
方
不
明
者
10
万
５
千
人

の
多
く
が
東
京
府
（
今
の
東
京
都
）

だ
っ
た
た
め
、
震
源
地
も
東
京
と
思

わ
れ
が
ち
だ
が
、
地
震
学
者
の
武
村

雅
之
名
古
屋
大
学
教
授
に
よ
る
と
、

始
ま
り
は
神
奈
川
県
西
部
の
松
田
町

付
近
で
、
同
県
下
か
ら
千
葉
県
の
房

総
半
島
南
部
に
わ
た
っ
て
発
生
し
た
。

東
京
で
大
量
の
死
者
が
出
た
の
は

木
造
家
屋
の
密
集
地
な
ど
か
ら
起
き

た
火
災
が
大
き
な
原
因
で
、
と
り
わ

け
急
速
な
工
業
化
で
居
住
が
広
が
っ

た
隅
田
川
東
の
軟
弱
地
盤
の
地
域
が

ひ
ど
か
っ
た
。
木
造
住
宅
密
集
地
域

〜
数
％
、
一
千
〜
数
千
人
と
推
定
し

て
い
る
。
 当
時
の
記
録
で
は
、
民

間
人
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
朝
鮮
人
は

２
３
３
人
、
内
地
人
は
58
人
、
中
国

人
は
３
人
で
、
朝
鮮
総
督
府
東
京
出

張
員
は
８
１
３
人
と
推
定
し
て
い

る
。後

に
映
画
監
督
に
な
っ
た
黒
澤
明

は
13
歳
で
震
災
を
目
撃
し
て
お
り
、

お
び
た
だ
し
い
死
者
の
惨
状
は
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
自
伝
に
書
い
て

い
る
。
ま
た
、
黒
澤
の
父
親
が
長
い

髭
を
生
や
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で

朝
鮮
人
に
間
違
わ
れ
暴
徒
に
囲
ま
れ

た
話
や
、
黒
澤
が
井
戸
の
外
の
塀
に

書
い
た
ラ
ク
ガ
キ
を
、
町
の
人
々
が

「
朝
鮮
人
が
井
戸
へ
毒
を
入
れ
た
目

印
」
だ
と
誤
解
し
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
未
曽
有
の
惨

劇
に
殺
気
立
ち
、
正
気
を
失
っ
た
の

で
あ
る
。

話
を
戻
す
と
９
月
２
日
、
自
警
団

が
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
と
い
う
４
人

の
問
題
は
今
も
未
解
消
で
あ
る
。

碑
が
語
る
歴
史

横
浜
市
鶴
見
区
に
あ
る
真
言
宗
智

山
派
の
東
漸
寺
の
境
内
に
大
川
常
吉

の
石
碑
が
あ
る
。
関
東
大
震
災
の

時
、
鶴
見
警
察
署
長
だ
っ
た
大
川
常

吉
は
、
朝
鮮
人
暴
動
の
デ
マ
が
流

れ
、
激
昂
し
た
一
部
暴
民

が
朝
鮮
人
を
虐
殺
し
よ
う

と
し
た
の
を
身
を
挺
し
て

抑
え
、
多
く
の
朝
鮮
人
や

中
国
人
を
救
っ
た
。
石
碑
は
昭
和
28

年（
１
９
５
３
）、
在
日
朝
鮮
統
一
民

主
戦
線
（
朝
鮮
総
連
の
前
身
）
に
よ

り
建
立
さ
れ
、
同
寺
に
は
大
川
の
墓

も
あ
り
、
地
元
の
児
童
・
生
徒
が
社

会
科
の
学
習
な
ど
に
訪
れ
て
い
る
。

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の

犠
牲
者
数
は
、
政
府
が
実
態
調
査
を

行
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
不
明

で
、
数
百
人
か
ら
６
０
０
０
人
、
中

央
防
災
会
議
で
は
震
災
犠
牲
者
の
１

の
朝
鮮
人
の
男
を
連
れ
て
き
た
。
彼

ら
の
１
人
が
ビ
ン
を
２
本
持
っ
て
い

た
の
で
、
井
戸
に
ビ
ン
の
毒
を
入
れ

た
と
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大

川
は
４
人
は
東
京
に
避
難
す
る
と
こ

ろ
で
、
ビ
ン
の
中
身
は
毒
薬
で
は
な

い
と
自
警
団
に
説
明
し
た
が
、
納
得

し
な
い
の
で
ビ
ン
の
中
身
を
飲
ん
で

証
明
し
た
。
４
人
は
中
国
人
で
、
ビ

ン
は
ビ
ー
ル
と
中
国
の
醤
油
だ
っ
た

と
い
う
。

し
か
し
、
流
言
蜚
語
は
増
す
ば
か

り
で
、
朝
鮮
人
が
署
内
に
収
容
で
き

な
い
ほ
ど
連
行
さ
れ
て
き
た
。
大
川

が
彼
ら
を
總
持
寺
に
移
動
さ
せ
る
と
、

３
日
に
自
警
団
は
武
器
を
持
っ
て
同

寺
に
集
ま
り
、
朝
鮮
人
の
引
き
渡
し

を
要
求
し
た
。
大
川
は
朝
鮮
人
を
鶴

見
分
署
に
移
動
さ
せ
、「
朝
鮮
人
が
悪

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
説
得
し

た
が
、
群
衆
は
騒
ぎ
立
て
、
地
元
有

力
者
ら
も
追
放
を
迫
り
、
鶴
見
分
署

は
千
人
以
上
の
群
衆
に
囲
ま
れ
た
。

大
川
が
「
鮮
人
に
手
を
下
す
な
ら

下
し
て
み
よ
、
憚
り
な
が
ら
大
川
常

吉
が
引
き
受
け
る
、
こ
の
大
川
か
ら

先
き
に
片
付
け
た
上
に
し
ろ
」
と
叫

ぶ
と
、
相
談
し
た
代
表
者
数
名
が

「
警
察
が
管
理
で
き
ず
に
朝
鮮
人
が

逃
げ
た
場
合
、
ど
う
責
任
を
と
る
の

か
」
と
迫
る
の
で
、
大
川
が
「
切
腹

し
て
詫
び
る
」
と
答
え
る
と
、「
そ
こ

ま
で
言
う
な
ら
」
と
群
衆
は
解
散
し

た
。
こ
う
し
て
朝
鮮
人
２
２
０
人
、

中
国
人
70
人
が
守
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
後
に
大
川
は
、「
当
時
あ
の
よ
う

な
行
動
に
出
た
の
は
自
分
で
も
意
外

で
、
あ
れ
ほ
ど
の
勇
気
を
今
に
な
っ

て
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」

と
話
し
て
い
た
と
い
う
。

在
日
コ
リ
ア
ン
の
作
家
か
ら
こ
の

話
を
聞
い
た
ソ
ウ
ル
の
病
院
に
招
か

れ
た
大
川
署
長
の
孫
の
豊
さ
ん
は
１

９
９
５
年
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
約
２
０

０
人
に
講
演
し
た
。
豊
さ
ん
は
「
祖

父
が
し
た
こ
と
は
そ
ん
な
に
褒
め
ら

れ
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
語

り
始
め
、「
当
時
、
日
本
人
が
韓
国
朝

鮮
の
方
に
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
こ
と
を

し
た
た
め
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
美

談
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
が
日
本

人
と
し
て
み
な
さ
ん
に
申
し
上
げ
る

言
葉
は
、
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

『
ミ
ア
ナ
ム
ニ
ダ
』（
ご
め
ん
な
さ

い
）」
と
続
け
る
と
会
場
は
拍
手
に

包
ま
れ
た
と
い
う
。

物
語
が
生
き
る
力
に

大
川
氏
の
碑
の
ほ
か
に
も
、
関
東

大
震
災
に
か
か
わ
る
慰
霊
碑
や
記
念

碑
が
寺
の
境
内
な
ど
に
数
百
基
、
地

域
の
物
語
を
語
り
継
い
で
い
る
。
長

い
歴
史
を
有
す
る
寺
や
神
社
な
ど
の

宗
教
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

記
憶
を
留
め
る
場
所
で
も
あ
る
。
近

代
的
な
博
物
館
や
美
術
館
が
建
設
さ

れ
る
前
は
、
寺
社
の
宝
物
館
な
ど
が

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
人
ひ
と
り
が
物
語
を
紡
ぎ
な
が

ら
成
長
す
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
に

も
共
有
さ
れ
る
物
語
が
あ
り
、
そ
れ

が
や
が
て
文
化
と
し
て
実
を
結
び
、

人
々
の
生
き
る
力
に
も
な
っ
て
い
る
。

災
害
を
語
り
継
ぐ
宗
教
施
設

午
前
11
時
51
分
、
開
会
が

宣
言
さ
れ
、
全
員
が
起
立
し

て
両
陛
下
を
迎
え
る
。
国
歌

斉
唱
に
続
き
、
岸
田
総
理
が

式
辞
を
述
べ
た
。

「
祖
国
の
行
く
末
を
案
じ
、

家
族
の
幸
せ
を
願
い
な
が

ら
、
戦
場
に
斃
れ
た
方
々
。

戦
後
、
遠
い
異
郷
の
地
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
。
広
島
や

長
崎
で
の
原
爆
投
下
、
各
都

市
で
の
爆
撃
、
沖
縄
で
の
地

上
戦
な
ど
に
よ
り
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
。
今
、
す
べ
て

の
御
霊
の
御
前
に
あ
っ
て
、

御
霊
安
か
れ
と
、
心
よ
り
、

お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄

は
、
戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い

命
と
、
苦
難
の
歴
史
の
上
に

築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
私
た
ち
は
片
時
た
り
と

も
忘
れ
な
い
。
改
め
て
、
衷

め
何
度
も
手
紙
を
書
い
た

が
、
父
の
も
と
に
届
く
こ
と

は
な
く
、
父
は
昭
和
20
年
５

月
に
中
国
で
無
念
の
戦
死
を

さ
れ
た
。
家
族
は
悲
し
み
が

深
く
、
心
が
折
れ
そ
う
に
も

な
る
と
き
も
あ
っ
た
が
、
励

ま
し
合
っ
て
懸
命
に
生
き
て

き
た
。
今
日
の
平
穏
な
生
活

は
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
の
礎

の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な

い
。
依
然
と
し
て
戦
争
は
絶

え
ず
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
は
言
語
道
断

で
、
先
の
戦
争
を
思
い
出
さ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
我
が

国
が
平
和
の
実
現
に
む
け
て

果
た
す
べ
き
役
割
は
小
さ
く

な
い
。
私
達
遺
族
は
戦
争
の

悲
惨
さ
と
の
平
和
の
尊
さ
を

孫
、
ひ
孫
の
世
代
へ
と
語
り

社

説

続
け
る
こ
と
を
誓
う
」

献
花
と
な
り
、
岸
田
総

理
、
衆
議
院
副
議
長
、
参
議

院
議
長
、
最
高
裁
判
所
長

官
、
日
本
遺
族
会
会
長
、
各

都
道
府
県
遺
族
代
表
、
一
般

戦
災
死
没
者
遺
族
代
表
、
原

爆
死
没
者
遺
族
代
表
、
青
少

年
代
表
、
参
議
院
副
議
長
、

各
国
務
大
臣
、
各
政
党
代
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

心
よ
り
、
敬
意
と
感
謝
の
念

を
捧
げ
る
。
戦
後
、
我
が
国

は
一
貫
し
て
、
平
和
国
家
と

し
て
、
そ
の
歩
み
を
進
め
、

歴
史
の
教
訓
を
深
く
胸
に
刻

み
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に

力
を
尽
く
し
て
き
た
。
未
だ

争
い
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い

世
界
に
あ
っ
て
、
我
が
国

は
、
積
極
的
平
和
主
義
の
旗

の
下
、
国
際
社
会
と
手
を
携

え
、
世
界
が
直
面
す
る
様
々

な
課
題
の
解
決
に
、
全
力
で

取
り
組
み
、
今
を
生
き
る
世

代
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
の
た
め
に
、
国
の
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
く
」

両
陛
下
は
標
柱
の
前
に
進

み
深
く
一
礼
さ
れ
た
。
正
午

の
時
報
に
合
わ
せ
一
分
間
の

黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
、
両
陛
下

に
合
わ
せ
、
参
列
者
が
同
様

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

み
、
深
い
反
省
の
上
に
立
っ

て
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰

り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願

い
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒

れ
た
人
々
に
対
し
、
全
国
民

と
共
に
、
心
か
ら
追
悼
の
意

を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我

が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り

ま
す
」

細
田
博
之
衆
議
院
議
長

（
海
江
田
万
里
副
議
長
が
代

読
）、
尾
辻
秀
久
参
議
院
議

長
、
戸
倉
三
郎
最
高
裁
判
所

長
官
の
追
悼
の
辞
の
後
、
中

国
廣
西
省
で
戦
死
し
た
、
横

田
正
則
陸
軍
兵
長
の
子
・
横

田
輝
雄
氏
が
遺
族
代
表
と
し

て
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

「
父
は
昭
和
19
年
４
月
最

愛
の
家
族
の
安
寧
、
祖
国
の

安
泰
と
平
和
を
願
い
出
征
し

て
い
っ
た
。
母
は
３
番
目
の

子
供
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
た

奈良市
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日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

表
、
各
団
体
代
表
者
が
黄
色

菊
を
捧
げ
た
。
最
後
に
加
藤

勝
信
厚
生
労
働
大
臣
が
献
花

し
て
、
式
典
は
滞
り
な
く
終

了
し
た
。

「
は
っ
き
り
言

っ
て
お
く
。
あ
な

た
が
た
が
地
上
で

つ
な
ぐ
こ
と
は
、
天
上
で
も
つ
な
が
れ
、

あ
な
た
が
た
が
地
上
で
解
く
こ
と
は
、

天
上
で
も
解
か
れ
る
。
ま
た
、
は
っ
き

り
言
っ
て
お
く
が
、
ど
ん
な
願
い
事
で

あ
れ
、
あ
な
た
が
た
の
う
ち
二
人
が
地

上
で
心
を
一
つ
に
し
て
求
め
る
な
ら
、

わ
た
し
の
天
の
父
は
そ
れ
を
か
な
え
て

く
だ
さ
る
。
二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た

し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る
。」

（
マ
タ
イ
18
：
18
│
20
）

２
０
０
０
年
前
、
イ
エ
ス
が
弟
子
た

ち
に
語
ら
れ
た
説
教
は
、
選
民
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
教
え
て
い
る
。
敷
衍
す

れ
ば
そ
れ
が
宗
教
者
の
使
命
と
い
っ
て

も
よ
い
。
こ
の
世
に
満
ち
た
悪
な
る
し

が
ら
み
か
ら
人
々
を
解
き
放
ち
、
善
な

る
神
と
の
絆
を
結
び
な
お
す
手
助
け
役

を
担
っ
て
い
る
と
も
と
れ
る
。
人
類
の

根
本
的
な
苦
し
み
の
基
を
断
ち
、
創
造

主
な
る
神
を
親
と
し
て
慕
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
来
た
、
神
の

ひ
と
り
子
た
る
イ
エ
ス
自
身
の
自
覚
が

現
れ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
を

も
神
共
に
生
き
る
喜
び
と
安
寧
の
境
地

に
導
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

虚
心
坦
懐
、
天
を
仰
ぎ
共
に
集
い
共
に

祈
る
こ
と
こ
そ
大
切
な
の
だ
。
  （
Ｉ
）

一
年
間
に
奉
納
さ
れ
た
写
経

や
写
仏
が
大
仏
の
胎
内
に
収

め
ら
れ
た
。

参
拝
者
は
、
大
仏
に
白
装

束
の
奉
仕
者
が
取
り
付
い
て

掃
除
す
る
珍
し
い
姿
を
写
真

に
収
め
て
い
た
。「
大
仏
さ
ま

の
上
に
人
が
乗
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
仏
さ
ま
が
ど
れ
ほ

ど
大
き
い
か
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ

た
。
ま
た
両
親
と
共
に
参
拝

し
た
小
学
生
は
、「
高
い
と
こ

ろ
で
ゴ
ン
ド
ラ
に
吊
り
下
げ

ら
れ
な
が
ら
掃
除
を
し
て
い

て
怖
く
な
い
の
か
な
」
と
見

上
げ
な
が
ら
、「
大
仏
さ
ま
も

ほ
こ
り
が
落
ち
て
気
持
ち
よ

さ
そ
う
」
と
話
し
た
。

東
大
寺
の
橋
村
別
当
は

「
大
仏
さ
ま
が
き
れ
い
に
な

る
の
を
ご
覧
頂
い
て
、
見
る

人
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
す
が

す
が
し
く
な
っ
た
り
、
気
持

ち
が
落
ち
着
い
た
り
整
っ
た

り
す
る
の
を
感
じ
て
頂
け
れ

ば
嬉
し
い
」
と
話
し
た
。
ま

た
、
中
門
や
回
廊
を
含
め
た

大
仏
殿
全
体
も
掃
除
さ
れ

た
。作

業
は
９
時
半
頃
に
終
了

し
、
黒
光
り
す
る
姿
の
大
仏

が
現
れ
、
そ
の
後
大
仏
殿
の

消
防
設
備
の
放
水
銃
な
ど
が

試
験
さ
れ
た
。
な
お
、
お
身

拭
い
の
法
要
は
か
つ
て
は
住

職
一
代
に
つ
き
一
度
だ
け
だ

っ
た
が
、
１
９
６
４
年
か
ら

は
毎
年
８
月
７
日
に
執
り
行

わ
れ
て
い
る
。

奈
良
市
の
世
界
遺
産
東
大

寺
の
大
仏
殿
で
８
月
７
日
、

本
尊
の
盧
舎
那
仏
坐
像
（
国

宝
）
の
ほ
こ
り
を
拭
う
「
お

身
拭
い
」
の
法
要
が
執
り
行

わ
れ
た
。
毎
年
お
盆
を
迎
え

る
前
に
行
わ
れ
る
奈
良
の
恒

例
行
事
で
、
堂
内
は
窓
や
扉

が
開
け
放
た
れ
、「
奈
良
の
大

仏
さ
ま
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
大
仏
の
頭
の
先
か
ら

膝
下
ま
で
溜
ま
っ
た
１
年
分

の
ち
り
や
ほ
こ
り
が
払
わ
れ

た
。こ

の
日
早
朝
、
白
装
束
に

わ
ら
草
履
を
は
い
た
僧
侶
、

信
徒
、
関
係
者
ら
約
１
７
０

人
は
、
二
月
堂
湯
屋
で
沐
浴

し
て
身
を
清
め
、
大
仏
殿
に

参
集
し
、
ま
ず
大
仏
の
魂
を

抜
く
撥
遣
（
は
っ
け
ん
）
法

要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
橋
村

公
英
東
大
寺
別
当
を
は
じ
め

参
集
者
全
員
に
よ
る
般
若
心

経
の
読
経
の
後
、
お
身
拭
い

の
奉
仕
が
始
ま
っ
た
。
高
さ

15
メ
ー
ト
ル
あ
る
大
仏
の
頭

日本武道館

東
大
寺
で「
大
仏
の
お
身
拭
い
」

頂
部
へ
は
体
内
か
ら
登
っ
て

上
が
り
、
膝
や
手
の
ひ
ら
へ

は
下
か
ら
登
り
、
ま
た
顔
や

胸
な
ど
垂
直
で
高
さ
の
あ
る

部
位
は
天
井
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー

で
つ
る
し
た
３
基
の
ゴ
ン
ド

ラ
に
人
が
乗
り
込
ん
で
、
箒

（
ほ
う
き
）
や
は
た
き
を
か

け
て
ほ
こ
り
を
払
い
落
と
し

た
。頭

頂
部
に
登
っ
た
奉
仕
者

は
、
大
仏
の
頭
に
付
け
ら
れ

た
巻
き
貝
の
よ
う
な
「
螺
髪

（
ら
ほ
つ
）」
と
呼
ば
れ
る
髪

の
毛
の
間
を
、
ハ
タ
キ
や
布

で
き
れ
い
に
し
て
い
っ
た
。

十
数
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ

る
螺
髪
に
手
と
足
を
か
け
て

そ
の
間
を
掃
除
す
る
姿
は
、

見
て
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
。

ハ
タ
キ
を
か
け
る
た
び
に
ち

り
や
ほ
こ
り
が
も
う
も
う
と

舞
っ
た
が
、「
線
香
の
灰
や
花

粉
が
混
じ
っ
た
ほ
こ
り
を
被

る
こ
と
も
、
ご
利
益
の
一

つ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

お
身
拭
い
の
作
業
の
間
に
、

終
戦
後
78
年
の
８
月
15
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
御
臨
席
さ
れ
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長（
代
理
）、
参
議
院
議
長
、
最
高
裁
判
所
長
官
、
各
国
務
大
臣
、
各
都
道
府
県
代
表
、
関

係
団
体
の
代
表
ら
合
わ
せ
て
約
２
７
０
０
人
が
参
列
し
、
約
３
１
０
万
人
を
数
え
る
全
戦
没
者
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
た
。

す
が
す
が
し
い
姿
で
お
盆
に

おことばを述べられる天皇陛下=8月15日、東京都千代田区の日本武道館

悲
し
み
新
た
に
令
和
５
年
全
国
戦
没
者
追
悼
式

地
域
の
防
災

訓
練
の
一
つ
と

し
て
自
治
会
長

や
小
学
校
の
先

生
た
ち
が
１
０

０
人
ほ
ど
参
加

し
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
が
行
わ
れ
た
。

静
岡
県
が
開
発
し
た
図
上

演
習
で
、
震
度
７
の
地
震

発
生
で
被
災
し
た
人
た
ち

の
た
め
小
学
校
に
開
設
さ

れ
た
避
難
所
を
７
人
で
運

営
す
る
▼
自
治
会
長
で
防

災
士
で
も
あ
る
天
地
子
は

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
役
と

し
て
、「
老
人
２
人
と
夫

婦
、
子
供
３
人
の
家
族
が

来
た
」「
障
害
者
の
い
る
家

族
が
来
た
」「
駐
車
場
を
決

め
て
ほ
し
い
」「
対
策
本
部

か
ら
支
援
物
資
が
届
く
の

で
置
き
場
所
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
書
か
れ

た
カ
ー
ド
を
次
々
を
読
み

上
げ
、
何
の
事
前
打
ち
合

わ
せ
も
な
く
６
人
が
そ
れ

に
対
応
す
る
▼
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
講
師
か

ら
、
リ
ー
ダ
ー
は
カ
ー
ド

を
読
む
だ
け
で
指
示
を
出

し
て
は
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
学
校
の
平

面
図
を
見
な
が
ら
思
案
し

て
い
る
６
人
に
、「
ま
ず
は

通
路
を
決
め
た
ら
」
と
言

っ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と

女
性
教
師
が
、
赤
の
マ
ジ

ッ
ク
イ
ン
キ
で
「
幅
は
ど

う
し
よ
う
」
と
言
い
な
が

ら
、
体
育
館
に
線
を
引
い

た
▼
遅
れ
て
き
た
自
治
会

長
の
男
性
は
、
腕
を
組
ん

だ
ま
ま
眺
め
る
だ
け
で
、

動
こ
う
と
は
し
な
い
。
知

り
合
い
ら
し
い
２
人
の
若

い
男
性
は
、
あ
あ
だ
こ
う

だ
と
話
す
だ
け
で
な
か
な

か
決
め
ら
れ
な
い
。
会
社

や
役
所
だ
と
上
位
下
達
で

こ
と
が
進
む
の
だ
が
、
地

域
で
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
対
等
な
立
場
の
人
た

ち
に
共
感
を
広
げ
て
い
く

し
か
な
い
の
は
、
自
治
会

運
営
で
何
度
も
経
験
し
て

き
た
▼
で
も
、
そ
れ
が
人

間
社
会
の
基
本
で
は
な
い

か
。
い
わ
ば
「
利
他
」
の

集
積
に
よ
り
成
り
立
つ
集

団
で
、
宗
教
が
説
い
て
き

た
こ
と
。
幸
せ
な
社
会
づ

く
り
に
結
び
付
い
て
い
る

よ
う
に
思
え
た
。

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

清掃に先だち撥遣法要で読経する橋村公英別当

な
ぜ
柳
の
木
の
下
に
幽
霊
が
で
る
の
か

樫
の
木
を
植
え
る
と
金
は
残
ら
な
い

財
産
を
増
や
す
に
は
カ
リ
ン
を
植
え
ろ

勝
負
に
勝
つ
に
は
…
勝
栗
の
い
わ
れ

ク
ル
ミ
を
手
の
中
で
握
る
理
由
は

酔
っ
て
ク
ダ
ま
く
コ
シ
ョ
ウ
の
木
の
霊

ガ
ン
の
原
因
は
植
物
霊
の
動
き
  │
│
そ
の
他

〝
こ
れ
が
本
当
の
話
し
な
ら

植
物
霊
こ
そ
殺
人
魔
だ
！
〞

小
冊
子
　
Ａ
５
判
　
10
頁
　
一
冊
５
０
０
円
　

三
冊
　
１
０
０
０
円
　
税
込
　
送
料
無
料
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Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
死
を
招
く

ホ
ウ
の
木
の
タ
タ
リ
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植
物
霊
物
語
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お問い合わせは下記へ

ゴンドラに乗って大仏のほこりを払う奉仕者
たち＝8月7日、奈良市の東大寺大仏殿


